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20 万台販売し、あっという間にフォーチュン 500 の仲間入りをした。この勢いを持続して
アップルがパソコン業界の覇権を握るかと思いきや、1981 年８月、IBM が IBM PC を発
表した。82 年 20 万台、83 年には 130 万台を販売して、瞬く間にアップルを追い抜いてパ
ソコンのデファクトスタンダードを確立してしまった。日本では、1980 年に沖電気が８ビ
ットの CPU、Z-80A を使い本体にプリンタまで内蔵した if800 シリーズを発売しパソコン
マニアの注目を集めた。８１年に入ると 4月にシャープがMZ-80B、５月に富士通がFM-8、
９月に NEC が PC-8801、12 月に三菱電機が日本初の 16 ビット CPU8086 を搭載した
MULTI16 を相次いで発売した。それぞれのパソコンが独自仕様で互換性はまったくなかっ
た。キーボードでの日本語入力方法もまちまちだった。パソコン戦国時代の始まりである。
日進月歩の技術開発、激しいシェア争い、主導権争いが始まった。82 年 10 月、日本電気は
後年デファクトスタンダードを確立する 16 ビットの NEC9801、通称「98」を発売した。
エプソンも 82 年４月に本格的漢字パソコン QC-20、82 年７月に世界初のハンドヘルドコ










話が少し先走るが、83 年 10 月日本電気が NEC98 の新製品 9801F1／F2 を発売し、そ









NEC98 の勢力浸透とともに、NEC98 パソコン用の純正プリンタとして、NEC はドットプ
リンタの販売を伸ばし、エプソンのターミナルプリンタの前に大きく立ちふさがりだした。
日本市場は欧米市場とは異なり，漢字処理が必須な特殊な市場であること、そして純正品












































































＊ KX－５ （販売管理専用；愛称 EBIS）
＊ KX－20 （会計事務専用）
＊ EXWORD－20 （日本語ワープロ、ハードウェアは QC－20 ベース）






































チャネルとしてクローズアップされてきたのが、家電量販店（NEBA 店）と NEC マイコン
ショップである。パソコンの台頭とともに家電量販店は情報機器を次の成長分野とねらい
を定め、力を入れてきていたし、NEC マイコンショップは PC9801 シリーズの独走・躍進
で力を強めていた。








7コンメーカーへの OEM 販売も平行して行われ、83 年末の組織変更後は特販課がその販売







































































営業部門の関係者は覚悟を新たにしていた。84 年度のエプソン販売はトータル 500 億円、











ュータ HC－40 や漢字インクジェットプリンタ IP－130K、カラープロッタプリンタ HI－
80，会計事務専用コンピュータ KX－10&30，歯科事務専用コンピュータ DX－10 なども投
入されているが、84 年度の目玉は堺正章をコマーシャルキャラクターに採用した「指がお
ぼえちゃう、新入力方式タッチ 16 採用」の日本語ハンドヘルドコンピュータ HC－88 と、
ポケットカラーテレビ“テレビアン”であった。












な HC－88 タッチ 16 キャンペーン計画を立案する。まず第一に、店頭デモを行い、お客様
に触っていただく仕事を担当する「エプソンレディ」を東京と大阪で合計 20名ほど採用し、


















もう１つ異色の商品が 84 年 11 月に発売されている。塩尻工業で商品化された腕時計サ








































































































タでは８月に低価格 24 ピンドットマトリックスの本格的な漢字プリンタ VP－80K，10 月
にはそのワイドキャリッジバージョン VP－130K が発売された。24 ピンドットマトリック
ス漢字プリンタで NEC に遅れを取っていたエプソンだが、この VP シリーズで巻き返す。
ＶＰシリーズは美しく鮮明な印字と抜群の信頼性・耐久性そして低価格（VP－80K；
￥147,000,130K￥177,000）で大ヒット商品となった。ポケットカラー液晶テレビ“テレビ
アン”も８月に ET－30 が発売された。そして 12 月待望のパーソナルワープロ「エプソン
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1984 年度は OEM 営業部門の健闘でわずか１億円といえども黒字を確保したエプソン販
売であったが、1985 年度はコンピュータスランプ、EPSON ブランド完成品販売の不振に
加えて、プラザ合意というまったく想定外の外乱要因によって頼みの OEM 営業にも変調を
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